
 [学校教育目標] 育てよう 輝く未来 

～本気・勇気・根気・大好き 追浜小学校～ 

令和４年度重点目標：笑顔とあいさつ 感謝の気持ちと「ありがとう」の言葉を大切に 

 

 

 

☆後期もどうぞよろしくお願いいたします。 

１０月７日（金）で前期が終了となり、１０月１１日（火）より後期がスタートしました。これ

まで保護者・地域の皆様には、学校の教育活動にご理解とご協力をいただき、また子どもたちの健

康・安全のために多大なご尽力をいただき、本当にありがとうございます。 

今年度の前期も、新型コロナウイルス感染防止対策の中で、学校生活にも様々な制約がありまし

た。こうした中ですが、子どもたちは、それぞれに多くの成長の姿を見せてくれています。こうし

て前期を終え、後期をスタートすることができますのも保護者・地域の皆様のご協力のお陰です。

本当にありがとうございます。後期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

☆不審者対応避難訓練 

 ９月２２日（木）、校内に不審者が侵入したことを想定した避難訓練を行いました。万一、学校に

不審者が侵入したとき、どのような行動をとる必要があるのかということを練習し、一人も危害を

加えられることなく、子どもたち全員の安全を確実に守り、避難できるようにするための訓練です。 

 ９月上旬に田浦警察署の警察官の方とスクールサポーターの方を講師としてお招きし、職員の事

前研修を行いました。今回の訓練にも講師のお二方にお出でいただくとともに、警察官の方が不審

者役になり、子どもたちと実際の場面に際しての訓練をしました。子どもたちはとても真剣に取り

組み、落ち着いて行動して、しっかり避難をすることができました。 

 訓練後、スクールサポーターの方から子どもたちへ、「みなさん、先生の話をよく聞いて、とても

落ち着いて行動できていました。こうしたことが本当に起きた時にも、今日の訓練のことを思い出

して、落ち着いて行動してください。」とのお話がありました。 

 以前、警察の方から「顔見知りが多い町、皆があいさつをたくさんしている町は不審者が入りに

くい町です。」というお話を伺ったことがあります。本校の子どもたちは、いつも地域・保護者の皆

様にあたたかく見守られています。本当にありがとうございます。これからも子どもたちにあいさ

つの大切さや素晴らしさを伝え、学校でも家でも地域でも普段からあいさつをして、ますますあい

さついっぱいの町にしていけたらと思います。 

 

☆図書室飾り付け 

 ９月２８日（水）ＰＴＡ運営委員会の皆様を中心に、図書室の飾り付けをしてくださいました。

１０月のシーズンに合わせて、図書室がハロウィーンワールドになりました。一段と楽しくあたた

かな雰囲気になった図書室は、子どもたちを本の世界にいざない、読書や調べ学習を積極的に行う

気持ちを高められる場になっています。 

 また、図書室を飛び出したハロウィーンパンプキンたちが、

隠れハロウィーンとして２・３階の廊下や階段にも出現！「あ

っ！こんなところに！」「こっちこっち！ここにいたよ！」そ

れを見つけて嬉しそうな子どもたちの笑顔がいっぱいに広が

りました。皆様のあたたかなお気持ちと活動のお陰で、図書室

はとても素敵な空間となっています。本当にありがとうござい

ます。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 
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☆６年日光修学旅行 

１０月１１日（火）１２日（水）に、６年生が日光修学旅行へ行きました。子どもたちみんなそ

ろって、さあ出発です！ 

１日目。良い天気になり、集まってくる子どもたちの表情は、ワクワク感でいっぱいです。出発

の際の集会では、子どもたちから「みんなで一緒に過ごせる時間を大切にして、最高の思い出をつ

くりましょう！」と素敵なお話がありました。 

横須賀駅からは修学旅行専用列車です。行きの電車からパワー全開！みんな目がキラキラ、笑顔

いっぱいで、うれしくて楽しくてどうしようという気持ちが全身からあふれ出ています。でも車内

のマナーはしっかり守っています。みんな素晴らしいです。「先生、後どれくらいで着くの？」「あ

と２時間くらいかな」「え～、まだそんなにかかるのぉ～」「まだ着かないの？！」早く日光に到着

したくて仕方ない子どもたちです。朝が早くて、お腹もすいています。「これからお弁当の時間にし

ます。」「やったぁ！」ご家庭で用意してくださったお弁当をみんなおいしそうにいただきました。

食欲もりもりです。 

ついに日光駅に到着しました。バスに乗って、いろは坂へ。

見晴らしのいい絶景ポイントでは、眼下に見える景色に「う

わぁ！」と思わず声が上がります。カーブをいくつも曲がり

ながら、ぐんぐん上っていくうちに、華厳の滝到着。滝つぼ

までエレベーターで１００ｍ降下。エレベーターにギュウッ

と入って気持ちはちょっと興奮気味。でも、マナーを守って

みんな神妙な顔をしています。エレベーターを降りると空気

がひんやり。滝の水が美しく力強く流れ落ちています。流れ

落ちる水量は毎秒 0.5 トン！さすが華厳の滝です。「おー！すごい迫力！」と歓声が上がります。

滝の迫力もすごいですが、子どもたちの元気の方がすごいです。 

湯元源泉では、１０円玉を湧き出る温泉につけてみます。「おー、

色が変わった！」「紫色になった！」「こす

ったら、ピカピカになった！」みんな夢中

です。「さあ、行きますよー！」「えー！も

っとやりたぁい」 

その後、足湯に入りました。「ふぅ～」

っと一息。足の疲れを癒しながら、ゆったりまったり和んでいます。自然

の中の穏やかな時間がまた素敵です。 

ここからハイキング。湯ノ湖の周りを湯滝に向かって歩きます。紅葉が少し始まりかけた美しい

景色の中をみんな元気いっぱいに歩きます。トットコトットコ軽快なリズム。途中ですれ違うハイ

カーのみなさんに、「こんにちは！」とあいさつします。みんなとってもさわやかです。  

戦場ヶ原ではアイスクリームをいただきました。下りのいろは坂で、バスの車窓から見えたの

は？！「あっ！猿！さる、さる、さるぅ！」最後までワクワクの気持ちがいっぱいの一日目でした。 

ホテルに着いたら夕食です。「おいしい！」もりもり食べています。

お腹いっぱい食べています。「おかわりお願いします！」さらに食べ

ています。まだまだ食べています。いっぱいいただいて満腹、満足で

す！みんなで「ごちそうさまでした！」 

ナイトハイク。夜道をグループごとに歩きます。歩いた先にあるの

は「神橋」です。昼間にバスの車窓から見ましたが、ライトアップされて幻想的な神橋をみんなで

ゆっくり見ることができました。 

ホテルに戻ってお風呂と買い物です。電卓を片手に金額を計算しながら、お土産を買っていく人

の喜ぶ笑顔を思い浮かべながら楽しそうに選んでいます。楽しみながらもとても真剣です。 

 



２日目。６時３０分。「おはよー！朝ですよ」もう元気に動き出しています。友だちと一緒に部屋

で過ごした時間も素敵な思い出になったことでしょう。全員しっかり起きて、布団もがんばってた

たんでいます。朝食もしっかりいただきました。 

さあ、出発！最初は輪王寺三仏堂へ。三体の仏様が目の前に！座った姿勢の仏像としては日本一

の大きさです。案内をしてくださるガイドさんのお話を熱心に聞きながら、見上げるようにして拝

観しました。 

東照宮。三猿、陽明門、鳴き竜、眠り猫、奥社、など次々と見て

回りました。ガイドさんの歴史的文化的な面白い話、興味深い話、

ちょっと難しい話、どんなお話もみんなで聞いたら楽しい話！精巧

な彫刻の数々には「おーすごい」「わーきれい」と感嘆の声が上が

っていました。二荒山神社、大猷院はグループ行動で巡ります。み

んなで巡る二社一寺は、見ること、聞くこと、話すこと、歩くこと、

全部が楽しい時間です。また、長い階段にちょっと疲れた友だちを

気遣い「大丈夫？がんばってね」と背中を押してあげている姿。靴

を脱いで入る場所で友だちの靴を揃えてあげている姿。子どもたち

がお互いを大切にし合う素敵な姿がたくさんありました。 

見学を終え、休憩店で昼食のカツカレーをいただき、お買い物第

２弾。残りのお金で、上手にお買い物をしています。 

日光駅。電車が動き出しました。１泊２日を過ごした日光ともお

別れです。「まだ帰りたくなーい！」「みんなともっと修学旅行やり

たーい！」帰りの電車の中でも、子どもたちは、みんなで楽しもうというエネルギーでいっぱいで

す。「後どれくらいで着くの？」「もうあと１時間くらいかな」「えー、もう着いちゃうの」まだまだ

修学旅行を終わりにしたくない子どもたちです。修学旅行の時間を惜しむかのように、みんなで楽

しく過ごしました。 

修学旅行スローガン「ｅｎｊｏｙ！日光！みんなキラキラの最高の思い出をつくっちゃおう！」

を胸に、クラスの仲間と同じ時間を、同じ場所で、同じ気持ちで過ごした子どもたち。心の中には、

これから先もずっとお互いに語り合える最高の思い出がいっぱいになったことと思います。そして、

また一段と絆を深めた子どもたちです。これからも仲間とともにますます活躍してくれることと思

います。ご家庭の皆様におかれましては、修学旅行の実施に多大なご理解とご協力をいただき、本

当にありがとうございました。 

 

〈ふれあい相談員 平林先生 １１月の来校日〉 

   ２日（水）  ７日（月）  ９日（水） １４日（月） 

  １６日（水） ２１日（月） ２８日（月） ３０日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１１月の予定】 
 １日（火）諸費引き落とし 
 ３日（木）文化の日 
 ５日（土）横須賀市児童生徒表現運動・ダンス 
      発表会（３・４年生出場） 
 ７日（月）朝会 
      学校評価アンケート週間 
 ９日（水）スペクリ 
１０日（木）委員会活動 
      スクールカウンセラー来校日 
１１日（金）プレイタイム 
      代表委員会 
１４日（月）学校運営協議会 
            学校づくり推進委員会 
１５日（火）５年交通安全教室 
      小中合同あいさつ運動（～１７日） 

１６日（水）スペクリ 
      スマホ・ケータイ警察安全教室 
      （４～６年） 
１７日（木）クラブ活動 
１８日（金）１・２年遠足（ズーラシア） 
      ひまわり校外学習（ふれあい作品展鑑賞） 
      横須賀市児童生徒ふれあい作品展 
      （～２２日 横須賀市文化会館） 
２２日（火）スペクリ 
２３日（水）勤労感謝の日 
２４日（木）ＰＴＡ運営委員会 9:30～ 
２５日（金）プレイタイム 
      代表委員会 
２６日（土）横須賀市児童陸上記録大会 
２７日（日）明るい選挙標語表彰式 
３０日（水）スペクリ 



  朝会の話「ＮＯ ＳＩＤＥ」 

 「ノーサイド」とは、ラグビーで試合が終わったときに使う言葉です。 

 ラグビーでは、試合終了のことを「ゲームセット」とか「タイムアップ」ではなく、「ノーサイ

ド」といいます。 

 試合中は、お互いに勝利を目指して、全力を尽くして競い合います。 

 試合が終われば、勝った側も負けた側もない、「敵と味方」ではなく、一緒にがんばりあった仲

間です。お互いにがんばったことを認め合い、讃え合う気持ちを大切にしましょうということです。 

 

 ノーサイドには、もう一つの意味があります。 

 試合が終わった後に、「敵と味方がなくなる」だけでなく、試合中も相手のことを大切にすると

いうことです。ルールやマナーを守り、お互いを尊敬し合う。審判の判定にも絶対文句は言いませ

ん。だからこそ、みんなが思い切り力を発揮できます。 

  

 ラグビーは、体と体がぶつかり合う激しいスポーツですが、相手の安全を守るために、空中にい

る時や首の部分にタックルにいくことは、厳しい反則になります。 

 この選手を知っていますか。ラグビー日本代表の稲垣啓太選手です。「笑わない男」なんて言わ

れてテレビにも出演したので、知っている人もいると思います。 

 ２０１９年に日本で開催されたラグビーワールドカップ。準々決勝、日本対南アフリカ戦。前半

１０分、南アフリカのムタワリラ選手が稲垣選手に対し危険なタックルをして、イエローカードが

出ました。１０分間の退場という厳しい反則です。試合の結果は、３対２６で、南アフリカが勝ち

ました。この試合の後、稲垣選手とムタワリラ選手は、どうなったと思いますか。 

 試合後、ムタワリラ選手は、すぐに稲垣選手のところへ行って、 

危険なタックルをしたことを謝りました。稲垣選手は、ムタワリラ選手 

と握手を交わし、その後のツイッターで次のように述べました。 

 「日本代表のＷ杯は終わった。応援して頂いた多くの方に感謝を伝えたい。 

南アフリカの１番ムタワリラ選手。彼をずっと尊敬していたし、それは試合が 

終わった今でもそう。俺に対して危険なタックルがあったかもしれない。 

でも故意でないのはわかっている。試合直後なのに謝罪に来てくれてありがとう。でも気にしなくて

いい。次のステージでの健闘を祈っているよ。優勝してくれよな。」 

 

 試合終了後、南アフリカの選手たちは、観客席の日本のラグビーファンの人たちの前に挨拶に来

てくれました。日本のファンの人たちは、大きな拍手で答えています。 

 また、観客席では、日本を応援していた人と、南アフリカを応援していた人が、お互いの健闘を

たたえ合って、ユニフォームの交換をしています。 

 同じ２０１９年のラグビーワールドカップでの日本対アイルランド戦。 

アイルランドは、当時世界ランク２位の強豪チームです。 

試合は、１９対１２で日本が勝ちました。試合終了後、 

アイルランドの選手は、花道をつくり、拍手で日本チームを送りました。 

 

 １０月２９日（土）は、運動会です。これから運動会に向けての練習も始まっていきます。先日

の代表委員会で、運動会のスローガンも決まりました。「赤白ともに 熱く楽しい 運動会！」 

 赤組だけが熱く楽しい、白組だけが熱く楽しい、ではありませんね。 

 赤組も白組も、みんな追浜小学校の仲間です。赤白ともに、お互いに全力を尽くし、みんなで熱

く楽しい運動会を作り上げることができるように、お互いを大切にし合う「ノーサイド」の気持ち

でがんばってください。 


